
] 金融商品の時価等に関する事項
重要性が乏しいものを除き、期末日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額につ
いては、次のとおりであります。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、
次表には含まれておりません（（注２）参照）。

（単位：百万円）

貸借対照表計上額 時 価 差 額

\ 現金及び預金 110¶534 110¶534 `

] 有価証券及び投資有価証券
{ 満期保有目的債券 36¶735 37¶016 280

| その他有価証券 49¶766 49¶766 `

^ 短期貸付金及び長期貸付金 33¶812 34¶658 846

_ 民間備蓄融資事業貸付金 555¶746 555¶746 `

` 長期性預金 33¶493 33¶717 223

資産計 820¶089 821¶439 1¶350

\ １年内返済長期借入金及び
長期借入金

53¶582 53¶753 171

] 民間備蓄融資事業借入金 555¶746 555¶746 `

負債計 609¶329 609¶500 171

~ 単位未満は切り捨て表示を行っております。
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２．損益計算書関係
\ 固定資産売却損 機械装置 210¶200円
] 固定資産除却損 建物 123¶306¶293円 構築物 14¶554¶169円

機械装置 3¶077¶520円 工具器具備品 4¶218¶049円
特許権 47¶379円 施設利用権 1¶062¶507円

^ 固定資産売却益 機械装置 6¶135¶182円 船舶 19¶816¶999円
工具器具備品 186¶772円

３．キャッシュ・フロー計算書関係
\ 資金の期末残高の貸借対照表科目別の内訳

現金及び預金 110¶534¶394¶485円
定期預金 －101¶435¶864¶593円
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資金期末残高 9¶098¶529¶892円
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] 重要な非資金取引
不要財産の現物納付等 139¶749¶696円
ファイナンス・リースによる資産の取得
車両運搬具 2¶958¶000円
工具器具備品 214¶519¶440円
資産除去債務 199¶427¶000円

４．行政サービス実施コスト計算書関係
\ 引当外退職給付増加見積額には国等からの出向職員に係るものが36¶237¶875円含まれており、
期末在職出向職員に係る自己都合要支給額を基礎として算定しております。

] 金属鉱業鉱害防止積立金勘定は金属鉱業等鉱害対策特別措置法第７条の規定に基づき、採掘
権者又は租鉱権者が積み立てた鉱害防止積立金の受入れ、その管理・運用及び払渡しを行う勘
定であり、当勘定では国民の負担に帰せられるコストは発生しないことから、行政サービス実
施コスト計算書への計上はしておりません。

^ 金属鉱業鉱害防止事業基金勘定は金属鉱業等鉱害対策特別措置法第12条及び第13条の規定に
基づき、採掘権者又は租鉱権者より鉱害防止事業基金拠出金を受入れ、その管理・運用を行う
と共に、鉱害防止業務を実施する指定鉱害防止事業機関に対し、運用で得る収入の範囲内でそ
の費用の支払いを行う勘定であり、当勘定では国民の負担に帰せられるコストは発生しないこ
とから、行政サービス実施コスト計算書への計上はしておりません。

５．リース取引関係
\ ファイナンス・リース取引における未経過リース料

貸借対照表日後一年以内のリース期間に係る未経過リース料 116¶168¶219円
貸借対照表日後一年を超えるリース期間に係る未経過リース料 168¶217¶069円
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計 284¶385¶288円
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重要性がないため貸借対照表上短期と長期を区別しておりません。
] オペレーティング・リース取引における未経過リース料

貸借対照表日後一年以内のリース期間に係る未経過リース料 414¶000円
６．金融商品関係
\ 金融商品の状況に関する事項
１）金融商品に対する取組方針
当法人は、貸付事業及び出資事業などの資金供給業務を実施しております。これらの業務
を実施するため、政府からの出資金並びに財政融資資金及び金融機関からの借入により資金
を調達しております。

２）金融商品の内容及びそのリスク
当法人が保有する金融資産は、主として国内外の法人等に対する貸付金等であり、貸付先
等の契約不履行によってもたらされる信用リスクに晒されております。また、有価証券及び
投資有価証券は、主に債券、株式であり、満期保有目的及び政策推進目的で保有しておりま
す。これらは、それぞれ、発行体の信用リスク及び金利の変動リスク、市場価格の変動リス
クに晒されております。
借入金は、一定の環境の下で当法人が市場を利用できなくなる場合など、支払期日にその
支払いを実行できなくなる流動性リスクに晒されております。
３）金融商品に係るリスク管理体制
{ 信用リスクの管理
当法人は、当法人の債権管理及び信用リスクに関する内部管理諸規程に従い、各担当部
署により管理を行っております。貸付金については、案件採択時、加えて毎期末等の定期
的な評価時において、個別案件ごとの与信審査、与信限度額、信用情報管理、保証や担保
の設定、問題債権への対応など与信管理に関する体制を整備し運用しております。また、
有価証券の発行体の信用リスクに関しては、信用情報や時価の把握を定期的に行うことで
管理しております。

| 市場リスクの管理
ü 金利リスクの管理
予め業務方法書等により定められた方法により利率を決定しております。

@ 価格変動リスクの管理
各事業で保有している株式は、政策目的で保有しているものであり、出資先の市場環
境や財務状況などをモニタリングしております。

} 資金調達に係る流動性リスクの管理
当法人は、主務大臣により認可された借入計画等に従って、資金調達を行っております。
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